劉宋の隠士、王素の「学阮歩兵体」詩とその擬作背景について by 鈴木, 敏雄
一
頁
劉
宋
の
隠
士
、
王
素
の
「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
と
そ
の
擬
作
背
景
に
つ
い
て
鈴
木
敏
雄
一
、
緒
言
晋
代
以
降
、「
擬
…
…
」
や
「
学
…
…
体
」
な
ど
の
詩
題
で
括
ら
れ
る
模
倣
の
詠
が
数
多
く
現
れ
る
。
擬
作
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
詩
篇
は
、
一
般
の
雑
詩
（
注
１
）と
は
異
な
り
、
作
者
自
身
の
直
接
の
思
想
感
情
を
表
出
し
た
作
と
は
看
做
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
模
倣
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
率
直
な
言
葉
が
隠
蔽
さ
れ
る
よ
う
に
も
見
え
る
た
め
か
、
多
く
の
場
合
、
遊
戯
や
習
作
の
詩
篇
と
看
做
さ
れ
る
。
勿
論
、
例
え
ば
斉
代
梁
代
の
宮
廷
サ
ロ
ン
な
ど
で
題
詠
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
た
、
前
時
代
の
著
名
な
詩
や
詩
人
の
ス
タ
イ
ル
を
模
倣
し
、
如
何
に
上
手
く
真
似
ら
れ
る
か
を
競
い
合
う
よ
う
な
遊
戯
も
あ
っ
た
の
で
（
注
２
）、
一
概
に
遊
戯
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
当
時
、
漫
然
と
似
せ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
銘
打
っ
て
意
図
的
に
擬
作
を
行
っ
た
と
い
う
実
態
に
鑑
み
、
本
来
、
模
倣
が
何
故
な
さ
れ
る
の
か
を
考
え
た
時
、
そ
の
多
く
の
取
り
組
み
及
び
そ
の
背
景
に
は
、
単
に
遊
戯
や
習
作
と
い
う
だ
け
で
は
片
づ
け
ら
れ
な
い
、
作
者
自
身
に
関
わ
る
事
情
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
一
体
、
擬
作
詩
は
、
模
倣
と
い
う
修
辞
技
巧
を
用
い
る
点
で
、
他
の
雑
詩
の
ス
タ
イ
ル
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
。
で
は
、
如
何
な
る
理
由
で
模
倣
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
採
る
の
か
。
第
一
に
、
遊
戯
、
習
作
は
暫
く
措
き
、
模
倣
対
象
に
対
す
る
擬
作
者
の
敬
慕
、
称
賛
な
ど
の
思
い
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
対
象
の
如
何
な
る
点
を
捕
捉
し
て
敬
慕
、
称
賛
し
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
擬
作
者
が
対
象
を
如
何
に
評
価
し
て
い
る
か
も
見
え
て
く
る
。
す
な
わ
ち
第
二
に
、
擬
作
詩
は
一
種
の
批
評
的
な
要
素
を
担
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
遊
戯
や
習
作
の
場
合
も
、
対
象
の
ス
タ
イ
ル
を
的
確
に
捉
え
た
も
の
や
、
対
象
の
、
そ
れ
ま
で
に
気
づ
か
れ
て
い
な
い
特
質
を
発
見
し
擬
作
し
て
い
る
作
品
を
優
れ
て
い
る
、
よ
く
似
て
い
る
と
認
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
も
無
意
識
的
に
な
さ
れ
た
批
評
と
言
え
よ
う
。
第
三
に
、
自
己
の
思
想
感
情
の
直
叙
が
難
し
い
状
況
に
在
る
際
、
乃
至
は
そ
の
術
を
持
た
ず
、
模
倣
と
い
う
修
辞
技
巧
に
拠
っ
た
方
が
自
己
表
現
が
よ
り
適
確
に
行
え
る
よ
う
な
場
合
、
擬
作
詩
と
い
う
形
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
古
詩
、
古
人
の
表
現
に
仮
託
し
て
、
実
は
作
者
自
身
の
思
い
を
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
対
象
に
強
く
共
鳴
す
る
こ
と
で
結
果
的
に
模
倣
と
な
り
、
作
者
自
身
の
思
想
感
情
が
投
影
さ
れ
る
場
合
も
、
そ
れ
に
近
い
。
詩
題
や
詩
の
序
文
に
そ
れ
と
謳
っ
て
い
れ
ば
別
だ
が
、
擬
作
と
い
う
現
象
面
か
ら
見
る
限
り
で
は
、
そ
の
制
作
に
至
っ
た
理
由
を
一
つ
に
限
定
し
に
く
い
の
も
実
状
で
あ
る
。
例
え
ば
、
作
者
が
自
己
を
仮
託
す
る
つ
も
り
で
模
倣
し
て
い
て
も
、
擬
作
手
段
と
し
て
、
対
象
と
す
る
古
詩
、
古
人
に
特
有
の
作
詩
手
法
や
特
徴
的
な
語
彙
（
愛
用
語
、
常
套
語
な
ど
）
及
び
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
借
り
る
以
上
、
結
局
は
対
象
の
そ
れ
を
充
分
、
ま
た
は
或
る
程
度
捕
捉
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
結
果
的
に
は
敬
慕
や
称
賛
の
よ
う
に
も
見
え
、
延
い
て
は
対
象
に
対
す
る
評
価
を
内
包
し
て
し
ま
う
こ
と
が
有
る
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
点
を
考
慮
し
な
が
ら
、
劉
宋
の
隠
士
、
王
素
（
字
は
休
業
、
四
一
七
‐
四
七
一
）
の
、
魏
の
歩
兵
校
尉
、
阮
籍
（
二
一
〇
‐
二
六
三
）
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
学
っ
た
擬
作
詩
「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
一
首
に
つ
い
て
、
作
者
が
ど
の
よ
う
に
対
象
を
な
ら
捕
捉
し
て
い
る
の
か
、
及
び
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
作
者
自
身
の
自
己
表
現
と
し
て
い
る
の
か
、
更
に
そ
れ
は
阮
籍
の
評
価
史
上
に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
擬
作
詩
史
上
に
於
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
作
詩
背
景
を
概
観
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
述
べ
て
み
た
い
。
な
お
、
王
素
に
つ
い
て
は
、
そ
の
伝
が
『
宋
書
』
隠
逸
伝
お
よ
び
『
南
史
』
に
見
え
二
頁
る
以
外
に
、『
隋
書
』
経
籍
志
に
、
太
子
中
舎
人
、
徴
不
就
、『
王
素
集
』
十
六
卷
、
亡
。
（
太
子
中
舎
人
、
徴
せ
ら
る
る
も
就
か
ず
、『
王
素
集
』
十
六
巻
、
亡
ぶ
。）
と
あ
っ
て
も
、
現
在
は
作
品
の
殆
ど
全
て
が
散
佚
し
て
し
ま
い
、「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
一
首
と
、
本
文
の
無
い
賦
題
（「
蚿
賦
」）
一
つ
を
本
伝
に
残
す
の
み
で
、
他
に
ど
の
よ
う
な
作
品
を
書
い
て
い
た
の
か
、
解
明
で
き
な
い
。「
集
十
六
巻
」
が
有
っ
た
と
あ
る
の
で
、
或
い
は
当
時
と
し
て
は
著
名
な
隠
逸
詩
人
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
資
料
類
の
不
足
に
も
配
慮
し
た
上
で
、
考
察
を
加
え
る
も
の
と
し
た
い
。
二
、「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
に
捕
捉
さ
れ
た
阮
詩
の
ス
タ
イ
ル
王
素
の
「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
（『
玉
臺
新
詠
』
卷
四
、『
古
詩
紀
』
卷
六
十
三
所
収
）、
沈
情
發
遐
慮
沈
き
情
は
遐
か
な
る
慮
り
を
発
し
ふ
か
紆
鬱
懷
所
思
紆
鬱
と
し
て
思
ふ
所
を
懐
ふ
髣
髴
聞
簫
管
髣
髴
と
し
て
簫
管
を
聞
け
ば
鳴
鳳
接
嬴
姫
鳴
鳳
嬴
姫
に
接
す
聯
綿
共
雲
翼
聯
綿
と
し
て
雲
翼
を
共
に
し
嬿婉
相
攜
持
嬿婉
と
し
て
相
携
へ
持
す
寄
言
芳
華
士
言
を
寄
す
芳
華
の
士
寵
利
不
常
期
寵
利
は
常
に
は
期
せ
ず
涇
渭
分
清
濁
涇
と
渭
と
清
濁
を
分
か
つ
は
視
彼
谷
風
詩
彼
の
谷
風
の
詩
を
視
よ
と
が
、
擬
作
詩
の
型
と
し
て
「
学
…
…
体
」
型
で
あ
る
こ
と
は
、
詩
題
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
学
…
…
体
」
型
の
擬
作
詩
は
、
一
般
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
擬
…
…
（
詩
）」
型
が
、
或
る
特
定
の
原
詩
の
語
句
を
二
句
一
聯
ご
と
に
、
替
歌
ふ
う
に
、
不
即
不
離
に
言
い
換
え
る
べ
く
模
倣
す
る
の
と
は
異
な
る
。
模
倣
対
象
と
な
る
の
は
あ
く
ま
で
対
象
に
捉
え
た
詩
人
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
そ
の
文
体
素
を
捕
捉
し
、
そ
れ
を
原
詩
の
各
詩
篇
か
ら
断
片
的
に
切
り
取
り
、
新
た
な
一
篇
と
し
て
再
構
成
す
る
よ
う
に
模
倣
す
る
。
従
っ
て
擬
作
者
側
の
思
想
感
情
は
、「
擬
…
…
（
詩
）」
型
の
よ
う
に
或
る
特
定
の
原
詩
と
対
峙
さ
せ
ら
れ
る
程
に
は
表
出
し
に
く
い
。
反
面
、
原
則
と
し
て
模
倣
対
象
に
特
有
の
口
調
や
発
想
な
ど
の
文
体
素
を
、
擬
作
意
図
に
沿
っ
て
極
力
再
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
模
倣
対
象
特
有
の
ス
タ
イ
ル
は
「
学
…
…
体
」
型
の
方
が
顕
著
に
な
る
。
王
素
は
こ
の
「
学
…
…
体
」
型
の
擬
作
詩
を
用
い
、
阮
詩
の
ス
タ
イ
ル
（
の
或
る
一
面
）
を
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
模
倣
の
た
め
に
再
構
成
す
る
過
程
に
お
い
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
こ
に
自
分
自
身
に
関
す
る
何
ら
か
の
思
想
感
情
を
仮
託
し
て
い
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
こ
の
「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
に
つ
い
て
、
阮
籍
と
い
う
対
象
を
い
か
に
捉
え
て
い
る
の
か
を
見
た
い
。
ま
ず
、
使
用
語
彙
を
見
る
と
、
熟
語
で
は
「
所
思
」、「
簫
管
」、「
嬿婉
」、「
相
攜
持
」、
「
寄
言
」、「
視
彼
」、「
谷
風
」
が
阮
籍
と
共
通
す
る
。
一
字
の
用
字
も
含
め
れ
ば
、「
髣
髴
」と
と
も
に「
嬴
」、「
濁
」も
阮
籍
の
文
章
に
は
見
ら
れ
る
の
で
、「
紆
」、「
聯
」、「
涇
」
以
外
は
全
て
阮
籍
の
詩
文
に
見
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
用
字
法
は
別
と
し
て
、「
常
」
字
の
使
用
な
ど
、
意
図
的
に
阮
籍
の
特
徴
を
捉
え
よ
う
と
し
た
跡
が
か
な
り
窺
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
用
字
法
を
見
る
と
、「
沈
情
」、「
遐
慮
」、「
芳
華
士
」
の
よ
う
な
阮
籍
に
は
見
ら
れ
な
い
熟
語
も
用
い
て
い
る
。
ま
た
「
簫
管
」
は
典
故
を
踏
ま
え
、「
谷
風
」
の
引
用
も
阮
籍
と
は
出
典
を
変
え
る
な
ど
、
手
を
加
え
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
に
は
、
逆
に
独
自
性
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
ら
二
、
三
の
語
彙
に
着
目
し
、
王
素
の
心
態
を
見
た
い
。
は
じ
め
に
「
沈
情
」
に
つ
い
て
、
こ
の
語
は
晋
の
支
遁
の
「
詠
懐
詩
」
に
「
亹
亹
沈
情
去
、
彩
彩
沖
懷
鮮
。」（
亹
々
と
し
て
沈
情
去
り
、
彩
々
と
し
て
沖
懐
鮮
や
か
な
り
。）
と
見
え
、
憂
い
の
情
を
言
う
（
注
３
）。
王
素
が
阮
籍
を
踏
ま
え
て
用
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
阮
籍
の
常
套
語
と
し
て
の
「
情
」
が
、
多
く
は
「
哀
情
遽
能
止
」（「
詠
懷
」
其
五
十
二
）
、
、
や
「
有
悲
則
有
情
」（
同
、
其
七
十
。
以
下
、「
詠
懷
」
詩
は
そ
の
番
号
で
表
す
（
注
４
））
、
と
い
う
よ
う
に
、
深
い
慮
り
か
ら
発
せ
ら
れ
る
悲
哀
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
形
容
三
頁
す
る
に
相
応
し
い
語
と
し
て
支
遁
の
詩
か
ら
援
用
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
悲
哀
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
遐
慮
」
は
、
王
素
以
前
に
用
例
を
見
な
い
が
、
阮
籍
の
常
套
語
の
、
過
度
の
気
遣
い
や
思
考
を
表
す
「
慮
」
に
、
同
様
に
「
升
遐
」（
其
二
十
八
）、「
遐
觀
」（「
東
平
賦
」）、「
不
遐
」（「
亢
父
賦
」）、「
遐
浮
」、「
遐
逌
（
攸
）」（
と
も
に
「
大
人
先
生
伝
」。「
逌
」
は
一
に
「
遊
」
に
作
る
）
な
ど
、
空
間
の
迥は
る
か
な
さ
ま
を
表
す
阮
籍
の
「
遐
」
を
冠
し
、
世
俗
で
は
な
く
、
次
元
の
高
い
別
世
界
を
思
い
や
る
語
に
仕
立
て
あ
げ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
の
冒
頭
の
二
句
は
、
阮
籍
の
「
詠
懷
」
其
六
十
三
に
、
多
慮
令
志
散
慮
り
多
き
は
志
を
し
て
散
ぜ
し
め
、
寂
寞
使
心
憂
寂
寞
は
心
を
し
て
憂
へ
し
む
と
言
い
、
其
七
十
に
、
有
悲
則
有
情
悲
し
み
有
れ
ば
則
ち
情
有
り
無
悲
亦
無
思
悲
し
み
無
け
れ
ば
亦
た
思
ひ
も
無
し
（
集
作
「
無
情
亦
無
悲
」）
と
言
う
よ
う
な
、
過
度
の
慮
り
か
ら
生
ず
る
慰
め
よ
う
の
無
い
阮
籍
の
悲
哀
の
情
を
捕
捉
し
た
も
の
と
解
し
た
い
。
そ
し
て
そ
の
情
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
王
素
自
信
の
当
時
の
世
相
に
起
因
す
る
も
の
で
も
あ
る
と
考
え
た
い
。
さ
ら
に
、「
簫
管
」
に
つ
い
て
、
こ
の
語
は
阮
籍
が
管
楽
器
の
意
に
の
み
用
い
る
と
こ
ろ
を
、
王
素
は
更
に
典
故
を
踏
ま
え
、
擬
作
詩
の
三
句
目
か
ら
六
句
目
ま
で
の
句
造
り
を
、『
列
仙
伝
』
卷
上
の
故
事
、
蕭
史
者
、
秦
穆
公
時
人
也
。
善
吹
簫
、
能
致
孔
雀
白
鶴
於
庭
。
穆
公
有
女
、
字
弄
玉
、
好
之
、
公
遂
以
女
妻
焉
。
日
教
弄
玉
作
鳳
鳴
、
居
數
年
、
吹
似
鳳
聲
、
鳳
凰
來
止
其
屋
。
公
爲
作
鳳
臺
、
夫
婦
止
其
上
、
不
下
數
年
、
一
旦
、
皆
隨
鳳
凰
飛
去
。
故
秦
人
爲
作
鳳
女
祠
於
雍
宮
中
、
時
有
簫
聲
而
已
。
（
蕭
史
は
、
秦
の
穆
公
の
時
の
人
な
り
。
簫
を
吹
く
を
善
く
し
、
能
く
孔
雀
白
鶴
を
庭
に
致
す
。
穆
公
に
女
有
り
、
字
は
弄
玉
、
之
を
好
め
ば
、
公
遂
に
女
を
以
て
焉
む
す
め
こ
れ
に
妻
は
し
む
。
日
び
弄
玉
に
鳳
鳴
を
作
す
を
教
ふ
れ
ば
、
居
る
こ
と
数
年
に
し
て
、
め
あ
吹
け
ば
鳳
声
に
似
、
鳳
凰
来
た
り
て
其
の
屋
に
止
ま
る
。
公
為
に
鳳
台
を
作
れ
ば
、
夫
婦
其
の
上
に
止
ま
り
、
下
ら
ざ
る
こ
と
数
年
、
一
旦
、
皆
に
鳳
凰
に
随
つ
て
飛
と
も
び
去
る
。故
に
秦
人
為
に
鳳
女
祠
を
雍
宮
の
中
に
作
れ
ば
、時
に
簫
声
有
る
の
み
。）
を
利
用
し
、
蕭
史
と
弄
玉
（
嬴
す
な
わ
ち
秦
の
姫
）
の
よ
う
な
変
わ
ら
ぬ
男
女
の
愛
情
（
君
臣
間
の
信
頼
の
情
に
喩
え
ら
れ
る
）
が
仙
界
に
の
み
有
り
、
目
前
の
俗
世
で
は
成
就
し
が
た
い
こ
と
を
言
う
べ
く
構
築
し
て
い
る
。
王
素
は
、
阮
籍
が
羨
門
子
や
王
子
喬
、
赤
松
子
ら
の
神
仙
へ
の
憧
れ
を
詠
む
形
で
現
実
へ
の
不
満
を
托
し
、
例
え
ば
其
四
に
、
自
非
王
子
晉
王
子
晋
に
非
ざ
る
よ
り
は
誰
能
常
美
好
誰
か
能
く
常
に
美
好
な
ら
ん
や
と
言
い
、
其
五
十
に
、
乘
雲
招
松
喬
雲
に
乗
つ
て
松
喬
を
招
け
ば
呼
噏
永
矣
哉
呼
噏
す
る
こ
と
永
き
か
な
こ
き
ゅ
う
と
言
う
よ
う
な
発
想
を
す
る
点
を
、
こ
の
蕭
史
弄
玉
の
典
故
で
捕
捉
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
愛
情
の
永
続
の
た
め
に
昇
仙
し
た
蕭
史
の
在
り
方
を
、
擬
作
詩
七
、
八
句
目
の
「
芳
華
士
」
の
在
り
方
と
対
比
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
「
芳
華
」
は
、
宋
玉
「
登
徒
子
好
色
賦
」
に
、「
贈
以
芳
華
、
辭
甚
妙
。」（
贈
る
に
芳
、
、
、
華
を
以
て
し
、
辞
は
甚
だ
妙
な
り
。）
と
見
え
、
好
色
の
徒
が
巧
み
な
誘
い
の
言
葉
と
と
、もに
美
女
に
贈
る
芳
草
の
花
を
指
す
。
阮
籍
は
「
詠
懷
」
其
十
で
、
国
事
を
顧
み
ず
に
誘
惑
の
多
い
高
蔡
の
地
に
遊
ん
だ
蔡
の
霊
侯
を
諷
刺
し
て
、
朱
華
振
芬
芳
朱
華
芬
芳
を
振
る
へ
ば
、
、
高
蔡
相
追
尋
高
蔡
相
追
尋
す
と
言
う
。
ま
た
其
十
二
で
は
「
繁
華
の
子
」
で
あ
る
楚
の
安
陵
君
と
魏
の
龍
陽
君
が
、
、
美
辞
を
連
ね
て
主
君
の
寵
愛
を
得
た
こ
と
を
諷
刺
し
、
流
盻
發
姿
媚
流
盻
は
姿
の
媚
し
き
を
発
し
言
笑
吐
芬
芳
言
笑
は
芬
芳
を
吐
く
と
言
う
。
更
に
其
七
十
五
で
は
、
一
時
的
で
し
か
な
い
「
便
娟
の
子
」
の
虚
名
を
路
傍
の
「
芳
草
」
に
喩
え
て
、
、
四
頁
色
容
艷
姿
美
色
容
艶
姿
美
し
く
光
華
耀
傾
城
光
華
耀
き
て
城
を
傾
く
、
と
言
う
。
王
素
は
阮
籍
の
こ
れ
ら
浮
薄
な
言
辞
を
表
す
「
芳
」
と
、
華
美
な
容
姿
を
表
す
「
華
」
と
を
踏
ま
え
、
君
寵
を
求
め
て
美
辞
を
弄
す
る
世
俗
の
浮
薄
の
徒
を
「
芳
華
の
士
」
と
言
い
、
王
素
自
ら
の
時
世
を
諷
刺
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
阮
籍
の
用
い
る
「
芳
」
は
、
時
に
危
う
い
も
の
を
意
味
し
、
必
ず
し
も
善
良
な
も
の
を
表
さ
な
い
点
を
、
王
素
は
捕
捉
し
て
い
る
。
最
後
に
結
句
に
つ
い
て
、
こ
の
二
句
も
や
は
り
阮
籍
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
『
詩
経
』
の
引
用
を
捉
え
て
い
る
。
道
家
に
於
け
る
儒
家
の
経
典
の
引
用
は
、
時
に
、
道
家
の
論
理
の
中
で
運
用
し
、
儒
家
を
説
得
す
る
意
図
が
托
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
『
詩
』
邶
風
「
谷
風
」
の
、…
…
涇
以
渭
濁
、
湜
湜
其
沚
。
宴
爾
新
昏
、
不
我
屑
以
。
…
…
（
…
…
涇
は
渭
を
以
て
濁
れ
ど
、
湜
々
た
る
其
の
沚
。
爾
の
新
し
き
昏
を
宴
み
す
き
と
ほ
り
な
ぎ
さ
つ
ま
た
の
し
て
、
我
を
屑
で
以
ゐ
ず
。
…
…
）
め
を
引
く
。「
詠
懷
」
其
七
十
七
に
、
臨
川
羡
洪
波
川
に
臨
ん
で
は
洪
波
を
羨
む
も
同
始
異
支
流
始
め
を
同
じ
く
し
て
支
流
を
異
に
す
と
言
い
（
注
５
）、
自
然
界
の
現
象
を
人
事
に
引
き
当
て
る
手
法
が
阮
詩
の
ス
タ
イ
ル
に
見
ら
れ
る
の
で
、
王
素
は
或
い
は
そ
れ
を
意
識
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
こ
は
、
そ
れ
ま
で
寵
を
得
て
い
た
者
が
新
た
な
美
人
の
登
場
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
人
の
世
の
常
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
例
え
ば
「
詠
懷
」
其
二
に
は
、
好
色
の
徒
で
あ
る
鄭
交
甫
と
金
石
の
交
わ
り
を
結
ん
だ
江
の
二
女
神
が
、
交
甫
が
下
蔡
の
美
女
に
惑
わ
さ
れ
た
た
め
に
、
離
愁
を
懐
く
に
至
っ
た
こ
と
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
寵
愛
の
喪
失
は
新
参
者
の
登
場
（
と
相
手
の
裏
切
り
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
、
阮
籍
も
詠
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、
阮
籍
の
引
く
「
谷
風
」
は
『
詩
』
小
雅
の
そ
れ
で
あ
る
が
（
注
６
）、
王
素
は
そ
れ
を
襲
用
し
て
い
な
い
。
以
上
、
王
素
の
擬
作
は
、
主
と
し
て
君
臣
間
の
恩
寵
は
常
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
男
女
の
愛
情
の
そ
れ
に
喩
え
る
阮
籍
の
ス
タ
イ
ル
に
借
り
、
不
変
の
寵
利
は
仙
界
に
の
み
あ
り
、
そ
れ
を
俗
世
で
求
め
よ
う
と
す
れ
ば
必
ず
不
幸
が
訪
れ
る
と
言
い
、
浮
薄
の
徒
に
向
け
て
警
鐘
を
鳴
ら
す
詠
と
な
っ
て
い
る
。
『
玉
臺
新
詠
』
集
が
そ
の
よ
う
な
王
素
の
「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
を
登
載
し
た
理
由
は
、
主
と
し
て
男
女
の
愛
情
を
扱
っ
て
い
る
点
に
在
る
と
思
う
が
、
王
素
の
当
時
、
阮
詩
の
ス
タ
イ
ル
の
上
述
し
た
よ
う
な
側
面
を
捉
え
た
者
（
著
作
）
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
王
素
の
ほ
か
に
現
存
し
な
い
。
同
時
代
の
顔
延
之
が
「
五
君
詠
」
阮
歩
兵
（
注
７
）の
中
で
「
阮
公
は
…
…
識
は
密
に
し
て
鑒
も
亦
た
洞
し
。
…
…
寓
辞
は
諷
を
託
す
る
に
類
ふ
か
す
」
と
詠
み
、
後
に
梁
の
鍾
嶸
が
『
詩
品
』
上
品
に
「
厥
の
旨
は
淵
放
に
し
て
、
帰
趣
そ
は
求
め
難
し
。」
と
言
い
、
劉
向
も
『
文
心
雕
龍
』
明
詩
篇
で
「
阮
の
旨
は
遥
深
な
り
。」
と
言
う
な
ど
、
阮
籍
の
「
旨
」
の
深
さ
が
指
摘
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
。
深
淵
な
る
阮
の
「
旨
」
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
や
は
り
こ
の
王
素
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
評
価
史
に
の
こ
る
或
る
程
度
の
成
果
を
見
る
の
は
、
梁
の
江
淹
の
擬
作
詩
で
あ
る
「
雑
体
」
三
十
首
中
の
「
阮
歩
兵
籍
詠
懷
」
詩
、
お
よ
び
「
效
阮
公
」
詩
十
五
首
（
注
８
）を
俟
つ
こ
と
に
な
る
。
江
淹
の
「
雑
体
」
三
十
首
は
、
そ
の
自
序
に
も
謳
っ
て
い
る
よ
う
に
、
擬
作
詩
を
用
い
て
客
観
的
に
詩
史
を
綴
り
、そ
の
中
に
阮
籍
を
位
置
づ
け
て
い
る
。他
方
、「
效
阮
公
」
詩
十
五
首
は
、
阮
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
借
用
し
な
が
ら
、
江
淹
自
身
の
思
想
感
情
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
十
五
首
に
つ
い
て
は
後
世
、
阮
籍
へ
の
評
価
と
江
淹
の
自
序
と
を
引
き
、
阮
嗣
宗
身
仕
亂
朝
、
常
恐
罹
謗
遇
禍
、
因
茲
發
詠
、
故
毎
有
憂
生
之
嗟
。
雖
志
在
刺
譏
、
而
文
多
隱
避
、
百
代
之
下
、
難
以
情
測
。
故
粗
明
大
意
、
畧
其
幽
旨
也
。
（
李
善
注
『
文
選
』
顔
廷
年
沈
約
等
注
）
江
淹
…
…
及
王
（
建
平
王
）
移
鎮
朱
方
也
、
又
爲
鎮
軍
參
軍
事
、
領
東
海
郡
丞
。
於
是
王
與
不
逞
之
徒
、
日
夜
搆
議
、
淹
知
禍
機
之
將
發
、
又
賦
詩
十
五
首
、
略
明
性
命
之
理
、
因
以
爲
諷
。
王
遂
不
悟
、
乃
憑
怒
而
黜
之
、
爲
建
安
呉
興
令
。
…
…
（「
江
文
通
集
」
自
序
）（「
自
序
」
一
作
「
自
序
傳
」、「
參
軍
事
」
一
作
「
參
事
」）
（
阮
嗣
宗
は
身
は
乱
朝
に
仕
へ
、
常
に
謗
り
に
罹
り
禍
ひ
に
遇
ふ
を
恐
る
れ
ば
、
五
頁
茲
れ
に
因
つ
て
詠
を
発
す
、
故
に
毎
に
生
を
憂
ふ
る
の
嗟
き
有
り
。
志
は
刺
譏
に
在
る
と
雖
も
、
而
も
文
に
は
隠
避
す
る
多
く
、
百
代
の
下
、
情
を
以
て
は
測
り
難
し
。
故
に
粗
ま
し
大
意
を
明
か
に
し
、
其
の
幽
旨
を
略
す
る
な
り
。）
（
江
淹
は
、
…
…
建
平
王
の
鎮
を
朱
方
に
移
す
に
及
ぶ
や
、
又
た
鎮
軍
参
軍
事
と
為
り
、
東
海
郡
の
丞
を
領
せ
ら
る
。
是
に
於
い
て
王
不
逞
の
徒
と
、
日
夜
議
を
搆
ふ
れ
ば
、
淹
禍
機
の
将
に
発
せ
ん
と
す
る
を
知
り
、
又
た
詩
十
五
首
を
賦
し
、
略
ぼ
性
命
の
理
を
明
ら
か
に
し
、
因
つ
て
以
て
諷
り
と
為
す
。
王
遂
に
悟
ら
ず
、
乃
そ
し
ち
怒
る
に
憑
つ
て
之
を
黜
け
、
建
安
呉
興
の
令
と
為
す
。
…
…
）
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
自
序
中
に
見
ら
れ
る
江
淹
の
試
み
は
、
当
時
に
在
っ
て
阮
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
幾
つ
か
の
角
度
か
ら
擬
作
に
よ
っ
て
捉
え
た
点
で
、
そ
の
機
能
を
意
図
的
に
発
揮
さ
せ
た
も
の
と
言
っ
て
好
い
。
そ
の
中
で
は
「
效
阮
公
」
詩
十
五
首
の
其
十
一
が
、「
利
」
や
「
勢
」
を
追
求
す
る
「
当
途
の
子
」
を
諷
刺
す
る
点
で
、
王
素
の
詠
と
類
似
す
る
。
擾
擾
當
途
子
擾
々
た
り
当
途
の
子
毀
譽
多
埃
塵
毀
誉
に
は
埃
塵
多
し
朝
生
輿
馬
間
朝
に
生
ま
る
輿
馬
の
間
夕
死
衢
路
濱
夕
べ
に
死
す
衢
路
の
浜
り
ほ
と
藜
藿
應
見
棄
藜
藿
は
応
に
棄
て
ら
る
る
べ
く
勢
位
乃
爲
親
勢
位
は
乃
ち
親
し
ま
る
華
屋
爭
結
綬
華
屋
は
綬
を
結
ぶ
を
争
ひ
朱
門
競
彈
巾
朱
門
は
巾
を
弾
く
を
競
ふ
徒
羨
草
木
利
徒
ら
に
草
木
の
利
を
羨
み
不
愛
金
碧
身
金
碧
の
身
を
愛
せ
ず
至
德
所
以
貴
至
徳
の
貴
ば
る
る
所
以
は
河
上
有
丈
人
河
上
に
丈
人
有
れ
ば
な
り
た
だ
し
こ
の
擬
作
詩
は
、
王
素
の
作
と
比
較
す
る
と
、
擬
作
の
仕
方
は
と
も
に
阮
籍
の
詩
文
に
見
ら
れ
る
語
句
（
注
９
）や
発
想
を
軸
に
構
成
し
な
が
ら
も
、江
淹
の
作
は「
勢
」、
「
利
」
を
求
め
て
争
う
様
が
直
叙
に
近
く
、
阮
詩
の
ス
タ
イ
ル
の
特
徴
で
あ
る
隠
避
す
る
面
が
薄
れ
て
い
る
。
そ
の
分
「
当
途
の
子
」
に
対
す
る
江
淹
自
身
の
諷
刺
の
思
い
が
色
濃
く
露
呈
さ
れ
て
お
り
、
作
者
自
身
の
思
想
感
情
が
語
ら
れ
に
く
い
は
ず
の
「
学
…
…
体
」
型
の
擬
作
詩
と
し
て
は
、
逆
に
そ
う
で
も
な
い
側
面
が
垣
間
見
え
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
も
ち
ろ
ん
王
素
自
身
も
擬
作
に
託
し
て
自
ら
の
隠
退
を
志
向
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
は
、
王
素
の
擬
作
詩
が
作
者
自
身
を
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
唯
一
の
手
掛
か
り
で
あ
る
彼
の
伝
記
を
訳
釈
す
る
形
で
、
擬
作
背
景
の
解
明
に
紙
幅
を
割
き
た
い
。
三
、「宋
書
」王
素
伝
と
擬
作
背
景
王
素
の
伝
は
『
宋
書
』
卷
九
十
三
列
伝
第
五
十
三
「
隠
逸
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、
引
用
の
〔
〕
内
は
『
南
史
』
卷
二
十
四
、
及
び
『
隋
書
』
経
籍
志
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
補
っ
た
）。
王
素
、
字
休
業
、
琅
邪
臨
沂
人
也
。
高
祖
翹
之
、
晉
光
禄
大
夫
。
素
少
有
志
行
、
家
貧
母
老
、
初
爲
廬
陵
國
侍
郎
。
母
憂
去
職
、
服
闋
、
廬
陵
王
紹
爲
江
州
、
親
舊
勸
素
脩
宅
舊
居
、
素
不
答
。
乃
輕
身
、
徃
東
陽
、
隱
居
不
仕
、
頗
營
田
園
之
資
、
得
以
自
立
。
愛
好
文
義
、
不
以
人
俗
累
懷
。
世
祖
即
位
、
欲
搜
揚
隱
退
、〔
孝
建
中
〕
下
詔
曰
「
濟
世
成
務
、
咸
達
隱
微
、
軌
俗
興
譲
、
必
表
清
節
。
朕
昧
旦
求
善
、
思
惇
薄
風
、
琅
邪
王
素
、
會
稽
朱
百
年
、
並
廉
約
貞
遠
、
與
物
無
競
、
自
足
皐
畝
、
志
在
不
移
、
宜
加
褒
引
以
光
難
進
、
並
可
太
子
舍
人
。」
大
明
中
、
太
宰
江
夏
王
義
恭
、
開
府
辟
召
、
辟
素
爲
倉
曹
屬
。
太
宗
泰
始
六
年
、
又
召
爲
太
子
中
舍
人
、
並
不
就
。
素
既
屡
被
徴
辟
、
聲
譽
甚
高
。
山
中
有
蚿
蟲
、
聲
清
長
、
聽
之
使
人
不
厭
、
而
其
形
甚
醜
。
素
乃
爲
「
蚿
賦
」
以
自
況
。
七
年
、
卒
、
時
年
五
十
四
。〔
有
集
十
六
卷
。〕
（
王
素
、
字
は
休
業
、
琅
邪
臨
沂
の
人
な
り
。
高
祖
の
翹
之
は
、
晋
の
光
禄
大
夫
六
頁
な
り
。
素
少
く
し
て
志
行
有
り
、
家
貧
に
し
て
母
老
ゆ
れ
ば
、
初
め
廬
陵
の
国
侍
郎
と
為
る
。
母
の
憂
ひ
あ
つ
て
職
を
去
り
、
服
闋
は
る
に
、
廬
陵
王
紹
江
州
と
為
を
れ
ば
、
親
旧
素
に
旧
居
を
脩
宅
す
る
を
勧
む
る
も
、
素
答
へ
ず
。
乃
ち
身
を
軽
く
し
て
、
東
陽
に
往
き
、
隠
居
し
て
仕
へ
ず
、
頗
る
田
園
の
資
を
営
み
、
以
て
自
ら
立
つ
を
得
。
文
義
を
愛
好
し
、
人
俗
を
以
て
懐
ひ
を
累
は
さ
ず
。
世
祖
即
位
し
、
隠
退
す
る
を
捜
揚
せ
ん
と
欲
し
、
孝
建
中
、
詔
を
下
し
て
曰
く
「
世
を
済
ひ
務
め
を
成
せ
ば
、
咸
な
隠
微
に
達
し
、
俗
を
軌
し
譲
る
を
興
せ
ば
、
必
ず
清
節
を
表
す
。
た
だ
朕
昧
旦
よ
り
善
を
求
め
、
惇
き
を
思
ひ
て
風
に
薄
れ
ば
、
琅
邪
の
王
素
、
会
稽
の
せ
ま
朱
百
年
は
、
並
び
に
廉
約
貞
遠
、
物
と
競
ふ
無
く
、
自
ら
皐
畝
に
足
れ
り
と
し
、
志
は
移
ら
ざ
る
に
在
り
、
宜
し
く
褒
を
加
へ
て
引
き
て
以
て
進
み
難
き
を
光
ら
す
て
べ
く
、
並
び
に
太
子
舍
人
た
る
べ
し
」
と
。
大
明
中
、
太
宰
の
江
夏
王
義
恭
、
府
を
開
き
て
辟
召
し
、
素
を
辟
し
て
倉
曹
の
属
と
為
さ
ん
と
す
。
太
宗
の
泰
始
六
年
、
又
召
し
て
太
子
中
舍
人
と
為
す
も
、
並
び
に
就
か
ず
。
素
既
に
屡
し
ば
徴
辟
せ
ら
れ
て
、
声
誉
甚
だ
高
し
。
山
中
に
蚿
虫
有
り
、
声
清
く
し
て
長
く
、
之
を
聴
け
ば
人
を
し
て
厭
は
ざ
ら
し
む
る
も
、
而
も
其
の
形
は
甚
だ
醜
し
。
素
乃
ち
「
蚿
の
賦
」
を
為
り
て
以
て
自
ら
況
ふ
。
七
年
、
卒
す
、
時
に
年
五
十
四
な
り
。
集
有
り
十
六
つ
く
た
と
巻
な
り
。）
王
素
は
晋
も
末
期
の
義
煕
十
三
年
（
四
一
七
）、
当
時
謝
氏
と
並
ぶ
名
門
貴
族
、
琅
邪
の
王
氏
の
一
家
系
に
生
ま
れ
て
い
る
。
伝
記
に
よ
れ
ば
、
晋
の
尚
書
僕
射
で
良
識
者
と
し
て
名
高
い
王
彬
の
系
譜
に
入
る
。
し
か
し
、
彭
之
越
之
瓖
之
逡
之
王
彬
彪
之
臨
之
訥
之
准
之
輿
之
進
之
清
翹
之
望
之
泰
之
元
弘
素
と
い
う
系
図
の
中
に
置
い
て
み
る
と
、
王
彪
之
の
家
系
の
進
之
や
逡
之
が
権
勢
家
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
、
王
素
の
曾
祖
父
、
祖
父
は
と
も
に
仕
え
て
お
ら
ず
、
王
素
は
隠
逸
の
家
系
に
育
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
『
南
史
』
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、『
南
史
』
は
王
素
を
「
隠
逸
」
伝
に
入
れ
て
お
ら
ず
、「
清
」
な
る
世
評
を
得
た
人
物
と
し
て
王
氏
伝
の
末
尾
に
載
せ
、
王
氏
が
「
世
禄
」
の
み
な
ら
ず
「
人
倫
」
の
面
で
も
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
の
証
と
し
て
い
る
。
王
素
は
若
い
頃
に
飢
饉
の
ひ
ど
い
年
が
あ
り
、「
志
行
有
り
」
と
言
わ
れ
た
彼
は
、「
家
貧
し
く
母
老
ゆ
」
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
時
、
生
涯
た
だ
一
回
の
出
仕
を
行
う
。
あ
く
ま
で
老
い
た
母
を
養
う
た
め
で
あ
り
、
決
し
て
政
治
上
の
地
位
を
求
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
母
が
亡
く
な
っ
た
後
、
服
喪
の
た
め
に
辞
職
し
、
服
喪
期
間
が
過
ぎ
た
後
に
は
、
恐
ら
く
は
間
も
無
く
し
て
父
を
も
失
い
、
家
の
貧
し
さ
は
依
然
続
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
旧
知
の
廬
陵
王
紹
が
「
旧
居
を
修
完
せ
よ
」
と
招
聘
し
た
の
に
も
答
え
ず
、
東
陽
の
金
華
山
に
隠
居
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
劉
宋
の
元
嘉
二
十
年
（
四
四
三
）、
王
素
が
二
十
六
歳
の
こ
と
で
あ
る
。「
旧
居
の
修
完
」
の
た
め
の
出
仕
は
、「
人
俗
を
以
て
懐
ひ
を
累
は
す
」
こ
と
で
あ
り
、「
軽
身
」、「
自
立
」
を
望
わ
ず
ら
む
彼
の
志
に
反
す
る
。
こ
の
時
す
で
に
、
若
い
王
素
に
は
そ
れ
を
潔
し
と
し
な
い
姿
勢
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
に
表
れ
た
王
素
の
思
想
感
情
に
観
点
を
戻
す
と
、
擬
作
詩
の
制
作
動
機
は
こ
の
時
の
旧
居
修
築
の
累
い
に
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。「
寵
利
は
常
わ
ず
ら
に
は
期
せ
ず
」、
主
君
の
心
変
わ
り
で
臣
下
の
「
清
濁
を
分
か
つ
」
よ
う
な
世
相
に
対
す
る
不
信
の
念
は
、
や
は
り
も
う
少
し
根
深
い
官
界
の
累
い
に
在
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
当
初
国
侍
郎
と
し
て
仕
え
た
廬
陵
王
劉
紹
（
元
嘉
八
年
（
四
三
一
）
‐
元
嘉
二
十
九
年
（
四
五
二
）、
二
十
一
歳
で
病
死
）
の
国
府
の
事
情
に
、
何
ら
か
の
要
因
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
劉
紹
は
太
祖
文
帝
（
劉
義
隆
）
の
第
五
子
で
、
廬
陵
王
義
真
の
嗣
子
と
し
て
元
嘉
九
年
（
四
三
二
）
に
王
を
襲
封
し
て
い
る
。
劉
義
真
は
、
宋
の
建
国
後
四
年
の
景
平
二
年
（
四
二
四
）、
高
祖
武
帝
（
劉
裕
、
四
二
二
年
死
去
）
亡
き
後
、
少
帝
（
劉
義
符
）
の
政
治
を
補
佐
し
た
司
空
の
徐
羨
之
ら
の
謀
に
よ
り
、
少
帝
と
と
も
に
廃
殺
さ
れ
る
。
徐
羨
之
ら
は
次
い
で
文
帝
を
立
て
る
が
、
文
帝
は
元
嘉
二
年
（
四
二
六
）、
徐
羨
之
ら
を
、
義
真
ら
を
殺
し
た
罪
で
誅
殺
し
、
そ
の
後
、
義
真
に
子
が
無
か
っ
た
た
め
に
我
が
子
紹
を
嗣
子
に
立
て
、
襲
封
さ
せ
る
。
当
時
紹
は
一
、
二
歳
で
、
自
ら
は
政
務
を
執
れ
な
い
年
七
頁
齢
だ
が
、
文
帝
は
以
降
、
こ
の
子
を
非
常
に
可
愛
が
っ
て
い
る
。
王
素
が
劉
紹
の
も
と
に
再
出
仕
を
勧
め
ら
れ
た
時
、
劉
紹
は
南
中
郎
将
兼
江
州
刺
史
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
ま
だ
十
二
歳
と
い
う
年
齢
で
、
自
ら
は
政
務
を
執
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
少
く
し
て
寛
雅
」
と
称
さ
れ
、
文
帝
に
も
愛
さ
れ
続
け
て
い
て
、
そ
の
二
年
後
に
は
入
朝
し
、
棨
㦸を
加
え
ら
れ
る
。
ま
さ
に
上
昇
気
運
に
在
り
、
わ
り
ふ
諸
王
が
常
時
潜
在
的
に
孕
ん
で
い
た
謀
叛
の
党
首
に
担
ぎ
上
げ
ら
れ
る
危
険
性
は
別
と
し
て
、
当
面
の
危
機
的
状
況
は
無
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
彼
を
補
佐
し
た
の
は
、
功
臣
袁
湛
の
弟
の
子
で
、
袁
粲
の
伯
父
で
も
あ
る
袁
洵
で
あ
る
。
袁
洵
は
文
帝
の
信
任
も
あ
り
、
当
時
、
長
史
兼
尋
陽
太
守
で
あ
っ
た
。
紹
の
も
と
に
は
、
謝
恵
連
ら
「
四
友
」
の
ひ
と
り
何
長
瑜
も
行
參
軍
、
掌
書
記
と
し
て
参
上
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
赴
く
途
中
で
暴
風
雨
に
遭
い
、
溺
死
）。「
文
義
を
愛
す
る
」
王
素
に
も
再
出
仕
を
拒
む
具
体
的
な
要
因
は
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
廬
陵
王
紹
の
身
辺
に
王
素
隠
退
の
具
体
的
な
要
因
が
見
出
だ
せ
な
い
な
ら
ば
、
当
時
の
世
相
を
更
に
広
い
視
点
か
ら
眺
め
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
世
は
文
帝
の
「
元
嘉
の
治
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
で
あ
る
。
文
帝
の
治
世
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
が
、
彼
は
健
康
上
は
病
み
が
ち
で
、
そ
れ
だ
け
に
一
統
の
安
泰
を
願
う
気
持
ち
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
、
例
え
ば
徐
羨
之
ら
を
誅
す
る
際
に
も
功
の
有
っ
た
将
軍
で
、
高
祖
時
代
の
功
臣
と
し
て
劉
宋
の
万
里
の
長
城
を
自
負
し
て
き
た
檀
道
済
を
、
威
名
が
挙
が
っ
た
事
を
理
由
に
忌
み
、
ま
た
彭
城
王
義
康
が
道
済
を
制
し
き
れ
な
く
な
る
と
慮
っ
た
と
聞
き
、
元
嘉
十
三
年
（
四
三
六
）、
捕
ら
え
、
殺
す
と
い
う
行
動
を
と
っ
て
い
る
（
以
後
、
宋
は
北
魏
に
苦
戦
す
る
）。
ま
た
高
祖
の
子
劉
義
康
も
、
そ
の
後
の
元
嘉
十
七
年
（
四
四
〇
）、
文
帝
の
寵
を
殷
景
仁
か
ら
奪
え
な
い
劉
湛
に
謀
叛
の
党
首
に
担
ぎ
上
げ
ら
れ
、
劉
湛
が
計
に
よ
っ
て
誅
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
江
州
刺
史
ほ
か
に
改
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
高
祖
の
子
で
、
少
帝
が
徐
羨
之
ら
に
廃
さ
れ
た
後
に
次
の
皇
帝
と
し
て
名
が
挙
が
り
、
羨
之
ら
の
反
対
で
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
江
夏
王
義
恭
も
、
義
康
の
事
件
を
機
に
、
高
祖
に
愛
さ
れ
て
送
っ
て
こ
ら
れ
た
奢
侈
な
生
活
を
、
文
帝
時
代
に
は
慎
む
よ
う
に
し
、
自
ら
は
意
見
を
出
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
文
帝
の
禍
を
免
れ
て
い
る
。
当
時
の
政
界
人
の
心
理
状
態
は
こ
の
人
に
代
表
さ
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、「
元
嘉
の
治
」
下
と
い
え
ど
も
、
前
皇
帝
の
功
臣
や
諸
王
は
、「
寵
利
を
期
す
」
と
い
う
点
に
於
い
て
必
ず
し
も
安
穏
と
し
て
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
世
相
が
窺
え
る
。
皇
帝
は
じ
め
同
僚
の
動
向
に
は
絶
え
ず
目
を
配
っ
て
お
く
必
要
の
あ
る
風
潮
が
、
出
来
上
が
っ
て
来
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
王
素
が
初
め
て
出
仕
し
た
の
は
、
元
嘉
十
七
年
（
四
四
〇
）
前
後
で
あ
る
か
ら
、
徐
羨
之
お
よ
び
檀
道
済
ら
誅
殺
の
事
件
は
、
彼
も
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
特
に
徐
羨
之
ら
の
事
件
は
、
廬
陵
王
に
仕
え
る
以
上
、
聞
き
及
ん
で
い
た
に
違
い
な
い
。
た
だ
し
そ
れ
は
、
彼
が
十
歳
以
下
の
時
の
出
来
事
で
あ
り
、
官
界
の
内
実
の
構
造
を
心
底
実
感
す
る
の
は
、
二
十
歳
前
後
の
任
官
か
ら
、
そ
の
後
の
隠
退
以
降
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
そ
の
後
も
、「
寵
利
を
期
す
」
こ
と
の
難
し
さ
を
示
す
君
臣
離
反
の
事
件
が
、
文
帝
の
治
下
に
於
い
て
屡
々
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
王
素
の
隠
退
の
要
因
も
、
実
は
そ
こ
に
在
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
元
嘉
二
十
年
（
四
四
三
）、
す
で
に
隠
退
し
た
王
素
が
「
人
俗
」
の
外
か
ら
見
聞
し
た
世
相
は
、
ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
か
。
こ
の
年
、
北
魏
の
一
部
族
、
氐
の
楊
難
当
が
漢
中
を
侵
し
、
こ
の
時
こ
れ
を
阻
止
し
て
功
の
有
っ
た
将
軍
裴
方
明
ら
が
、
難
当
の
本
拠
地
仇
池
を
破
っ
た
際
に
戦
利
の
金
銀
財
宝
を
分
配
し
て
私
蔵
し
た
こ
と
を
理
由
に
、
文
帝
に
獄
死
さ
せ
ら
れ
る
。
つ
い
で
元
嘉
二
十
二
年
（
四
四
五
）
に
は
、
江
州
刺
史
に
改
め
ら
れ
て
い
た
彭
城
王
義
康
が
、
嘗
て
は
文
帝
に
愛
さ
れ
、
や
が
て
同
僚
の
沈
演
之
に
寵
を
奪
わ
れ
た
と
思
っ
て
叛
逆
の
意
を
固
め
る
范
曄
ら
に
、
再
び
謀
叛
の
党
首
に
担
ぎ
上
げ
ら
れ
、
事
が
発
覚
し
て
庶
人
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
更
に
元
嘉
二
十
四
年
（
四
四
七
）、
二
十
八
年
（
四
五
一
）
と
続
け
て
謀
叛
者
に
奉
ぜ
ら
れ
、
つ
い
に
四
十
三
歳
で
義
康
は
誅
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
元
嘉
三
十
年
（
四
五
三
）、
元
凶
太
子
劭
の
、
父
文
帝
弑
逆
事
件
が
起
き
る
。
こ
の
事
件
に
際
し
て
は
、
官
界
に
在
る
者
の
動
き
が
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
例
え
ば
大
将
軍
と
な
っ
て
い
た
江
夏
王
義
恭
は
、
劭
に
従
う
か
に
見
せ
て
、
文
帝
の
第
三
子
劉
駿
に
従
い
、
世
祖
孝
武
帝
と
し
て
即
位
す
る
よ
う
勧
め
て
い
る
。
人
八
頁
質
に
取
ら
れ
た
十
二
子
を
劭
に
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
も
劉
駿
に
付
い
た
の
は
、
自
ら
は
も
は
や
臣
下
と
な
り
、
こ
の
人
に
恩
寵
を
恃
ん
だ
た
め
で
あ
ろ
う
。
即
位
を
勧
め
た
「
上
世
祖
勧
進
表
」
に
義
恭
は
、
自
ら
を
漢
の
文
帝
の
即
位
に
当
た
っ
て
そ
の
身
を
衛
っ
た
郎
中
令
の
張
武
、
お
よ
び
後
漢
の
光
武
帝
に
誠
意
を
も
っ
て
即
位
を
勧
め
、
成
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
耿
純
に
喩
え
て
い
る
（
注
）。10
そ
の
十
年
間
、
王
素
は
、
後
の
招
聘
状
況
か
ら
見
て
、
恐
ら
く
隠
棲
し
た
ま
ま
、
あ
た
か
も
魏
の
阮
籍
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
世
の
動
き
を
静
観
し
、
洞
察
を
働
か
せ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
並
び
に
、
人
俗
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
態
度
は
全
く
示
し
て
し
な
い
。
後
世
、
梁
の
劉
孝
標
も
「
東
陽
金
華
山
棲
志
」
に
、
…
…
近
代
江
治
中
奮
迅
泥
滓
、
王
徴
士
高
抜
風
塵
、
龍
盤
鳳
棲
、
咸
萃
茲
地
。
良
由
碧
湍
素
石
、
可
致
幽
人
者
哉
。
…
…
（
近
代
の
江
治
中
は
泥
滓
に
奮
迅
し
、
王
徴
士
は
風
塵
に
高
抜
し
、
龍
の
盤
ま
り
う
づ
く
鳳
の
棲
む
が
ご
と
、
咸
な
茲
の
地
に
萃
ま
る
。
良
に
碧
湍
素
石
に
由
れ
ば
、
幽
人
あ
つ
を
致
す
べ
き
者
か
な
。）
と
言
い
、
王
徴
士
（
王
素
）
ら
の
塵
俗
を
離
れ
た
幽
人
ぶ
り
を
称
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
当
時
、
皮
肉
に
も
、
塵
俗
の
方
で
は
却
っ
て
彼
の
幽
人
ぶ
り
を
、
む
し
ろ
世
の
中
を
静
観
で
き
、
洞
察
で
き
る
人
物
と
し
て
評
価
し
た
。
世
祖
は
即
位
す
る
と
、
孝
建
元
年
（
四
五
四
）、
政
権
の
基
盤
を
固
め
、
太
子
を
立
て
、
名
の
挙
が
り
つ
つ
あ
っ
た
王
素
ら
天
下
の
賢
人
を
求
め
る
。
治
世
の
安
定
度
の
指
標
と
し
よ
う
と
し
た
も
の
か
、
詔
を
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
下
し
、
や
は
り
知
名
度
の
高
い
隠
士
で
、
樵
を
背
負
っ
て
自
活
し
て
い
た
朱
百
年
と
と
た
き
ぎ
も
に
「
清
節
」
を
褒
め
、
太
子
舎
人
に
推
す
。
し
か
し
王
素
ら
は
召
に
応
じ
な
い
。
も
は
や
王
朝
へ
の
不
信
の
念
は
、「
清
節
」
の
士
で
あ
る
が
故
に
、
払
拭
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
宋
書
』
隠
逸
伝
に
、
史
臣
の
沈
約
は
、
史
臣
曰
、
夫
獨
徃
之
人
、
皆
禀
偏
介
之
性
、
不
能
摧
志
屈
道
、
借
譽
期
通
。
若
使
値
見
信
之
主
、
逢
時
來
之
運
、
豈
其
放
情
江
海
、
取
逸
丘
樊
。
蓋
不
得
已
而
然
故
也
。
且
巖
壑
閑
遠
、
水
石
清
華
、
雖
復
崇
門
八
襲
、
高
城
萬
雉
、
莫
不
蓄
壤
開
泉
、
髣
髴
林
澤
。
故
知
松
山
桂
渚
、
非
止
素
玩
、
碧
澗
清
潭
、
翻
成
麗
矚
。
挂
冠
東
都
、
夫
何
難
之
有
哉
。
（
史
臣
曰
く
、
夫
れ
独
り
往
く
の
人
は
、
皆
偏
介
の
性
を
禀
け
、
志
を
摧
き
道
を
屈
し
、
誉
れ
に
借
り
て
通
ず
る
を
期
す
る
能
は
ず
。
若
し
信
ぜ
ら
る
る
の
主
に
値あ
ひ
、
時
に
来
た
る
の
運
に
逢
は
し
む
れ
ば
、
豈
に
其
れ
情
を
江
海
に
放
ち
、
逸
し
た
の
み
を
丘
樊
に
取
ら
ん
や
。
蓋
し
已
む
を
得
ず
し
て
然
る
故
な
り
。
且
つ
岩
壑
の
閑
遠
、
水
石
の
清
華
は
、
復
た
崇
門
八
た
び
襲
ひ
、
高
城
万
雉
な
り
と
雖
も
、
壌
を
蓄
ひ
泉
を
開
き
、
林
沢
に
髣
髴
た
ら
ざ
る
莫
し
。
故
に
知
る
松
山
桂
渚
は
、
止
だ
に
素
玩
す
る
の
み
に
非
ず
、
碧
澗
清
潭
は
、
翻
つ
て
麗
矚
と
成
る
と
。
冠
を
東
都
に
挂
く
る
、
夫
れ
何
ぞ
之
れ
有
り
難
か
ら
ん
や
。）
と
論
評
し
て
い
る
。
こ
こ
の
、
冠
を
都
の
東
郭
門
に
掛
け
て
隠
棲
し
て
し
ま
っ
た
後
漢
の
逢
萌
（
字
は
子
慶
）
の
よ
う
に
、
事
は
「
信
ぜ
ら
る
る
の
主
に
値
ひ
、
時
に
来
た
る
の
運
に
逢
ふ
」
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
世
祖
が
「
厳
暴
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
元
凶
劭
の
弑
逆
事
件
の
際
に
と
も
に
義
兵
を
挙
げ
て
い
な
が
ら
、
南
郡
王
義
宣
を
奉
じ
て
兵
を
起
こ
し
た
江
州
刺
史
藏
質
を
、
義
宣
と
と
も
に
誅
し
て
以
降
、
著
し
い
。
孝
建
三
年
（
四
五
六
）
に
は
そ
の
義
宣
の
乱
を
理
由
に
王
侯
の
車
服
を
減
じ
、
弱
体
化
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
度
は
義
宣
、
藏
質
を
討
つ
時
に
功
の
有
っ
た
将
軍
柳
元
景
ら
が
、
慰
労
さ
れ
、
重
任
を
担
わ
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
世
祖
の
猜
疑
の
目
を
慮
る
よ
う
に
な
る
。
江
夏
王
義
恭
も
、
世
祖
の
子
の
西
陽
王
子
尚
に
世
祖
の
盛
寵
が
あ
っ
た
た
め
に
、
そ
の
人
を
避
け
、
揚
州
刺
史
を
兼
ね
て
い
た
の
を
解
い
て
子
尚
に
与
え
、
自
ら
は
太
宰
と
な
っ
て
い
る
。
主
君
の
猜
疑
の
目
ゆ
え
に
臣
下
の
処
遇
が
随
分
と
変
わ
る
世
を
い
か
に
生
き
る
か
に
苦
慮
す
る
様
子
が
窺
え
る
。
武
人
出
身
の
劉
宋
の
天
子
の
典
型
と
し
て
世
祖
は
王
侯
を
信
用
し
な
い
。
寒
門
出
身
の
典
籤
を
腹
心
と
し
、
中
書
省
を
中
心
と
す
る
武
断
政
治
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
る
（
注
）。
中
書
舎
人
で
「
恩
倖
」
伝
に
載
11
せ
ら
れ
る
戴
法
興
、
巣
尚
之
、
戴
明
宝
を
用
い
た
の
も
、
こ
の
頃
（
四
五
八
年
）
で
あ
る
。
世
か
ら
忘
れ
て
も
ら
え
な
い
隠
士
の
王
素
は
、
そ
の
よ
う
な
世
相
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、
深
い
憂
慮
を
懐
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
九
頁
大
明
年
間
（
四
五
七
‐
四
六
四
）
の
初
め
に
、
江
夏
王
義
恭
が
世
祖
か
ら
太
宰
府
を
開
く
こ
と
を
許
さ
れ
る
。『
宋
書
』
劉
義
恭
伝
に
は
、
義
恭
常
慮
爲
世
祖
所
疑
。
…
…
時
世
祖
嚴
暴
、
義
恭
慮
不
見
容
、
乃
卑
辭
曲
意
、
盡
禮
祗
奉
、
且
便
辯
善
附
會
、
俯
仰
承
接
、
皆
有
容
儀
。
毎
有
符
瑞
、
輒
獻
上
賦
頌
、
陳
詠
美
德
。
大
明
元
年
、
有
三
脊
茅
生
石
頭
西
岸
、
累
表
勸
封
禪
、
上
大
悦
。
（
義
恭
常
に
世
祖
の
疑
ふ
所
と
為
る
を
慮
る
。
…
…
時
に
世
祖
は
厳
暴
、
義
恭
は
容
れ
ら
れ
ざ
る
を
慮
り
、
乃
ち
辞
を
卑
し
く
し
意
を
曲
げ
、
礼
を
尽
く
し
て
祗
ん
つ
つ
し
で
奉
ず
る
の
み
に
し
て
、
且
つ
便
ち
善
を
弁
じ
て
附
会
し
、
俯
仰
承
接
す
る
に
、
皆
容
儀
有
り
。
符
瑞
有
る
毎
に
、
輒
ち
賦
頌
を
献
上
し
、
美
徳
を
陳
べ
詠
ず
。
大
明
元
年
、
三
脊
茅
の
石
頭
の
西
岸
に
生
ず
る
有
り
、
累
し
ば
表
し
て
封
禅
を
勧
む
れ
ば
、
上
大
い
に
悦
ぶ
。）
と
あ
る
。「
卑
辞
曲
意
」
を
も
っ
て
世
祖
に
悦
ば
れ
る
術
を
心
得
て
来
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
こ
ろ
劉
義
恭
は
、
五
年
前
に
世
祖
の
太
子
舎
人
を
断
っ
た
王
素
を
、
府
の
倉
曹
の
属
と
し
て
改
め
て
招
聘
す
る
。
詔
命
を
掌
る
太
子
舎
人
と
倉
穀
の
事
を
主
る
倉
つ
か
さ
ど
曹
と
で
は
、
職
掌
が
随
分
ち
が
う
。
な
ぜ
劉
義
恭
が
王
素
を
招
聘
し
た
の
か
。
や
は
り
自
ら
の
安
定
度
の
指
標
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
か
、「
文
義
」
面
で
助
力
を
請
お
う
と
し
た
も
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
王
素
は
義
恭
の
内
実
を
よ
く
察
知
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
召
に
応
じ
て
い
な
い
。
も
し
も
応
じ
て
い
た
の
な
ら
、
或
い
は
後
に
前
廃
帝
（
子
業
）
が
義
恭
を
誅
殺
す
る
際
、
禍
が
身
に
及
ん
で
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
大
明
八
年
（
四
六
四
）、
世
祖
が
病
死
し
、
子
の
子
業
が
立
つ
。
世
祖
は
崩
御
に
際
し
、
尚
書
を
中
心
と
し
た
劉
義
恭
、
柳
元
景
、
沈
慶
之
、
顔
師
伯
、
王
玄
謨
に
政
事
を
托
す
。
『
宋
書
』
柳
元
景
伝
に
は
、
世
祖
嚴
暴
異
常
、
元
景
雖
荷
寵
遇
、
恒
慮
及
禍
、
太
宰
江
夏
王
義
恭
及
諸
大
臣
、
莫
不
重
足
屏
氣
、
未
嘗
敢
私
往
來
。
世
祖
崩
、
義
恭
元
景
等
、
並
相
謂
曰
「
今
日
始
免
横
死
。」
（
世
祖
は
厳
暴
に
し
て
異
常
な
れ
ば
、
元
景
寵
遇
を
荷
ふ
と
雖
も
、
恒
に
禍
の
及
ぶ
を
慮
り
、
太
宰
の
江
夏
王
義
恭
よ
り
諸
大
臣
に
及
び
、
足
を
重
ね
気
を
屏
は
ざ
お
ほ
る
莫
く
、
未
だ
嘗
て
敢
て
私
か
に
は
往
来
せ
ず
。
世
祖
崩
じ
、
義
恭
元
景
ら
、
並
び
に
相
謂
ひ
て
曰
く
「
今
日
始
め
て
横
死
す
る
を
免
る
」
と
。）
と
あ
り
、
そ
れ
ま
で
「
寵
遇
」
と
「
横
死
」
と
は
表
裏
一
体
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
太
宰
の
劉
義
恭
も
、「
横
死
」
か
ら
の
解
放
も
つ
か
の
間
、「
恩
倖
」
伝
中
の
代
表
格
で
世
祖
時
代
か
ら
権
勢
を
維
持
し
続
け
て
い
た
戴
法
興
に
、
朝
政
を
専
ら
に
さ
れ
る
に
至
る
。
や
が
て
廃
帝
が
成
長
し
て
自
ら
政
務
を
執
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
凶
」
な
る
性
格
が
現
れ
始
め
、
宦
官
の
華
願
児
が
寵
愛
さ
れ
る
。
華
願
児
は
廃
帝
に
、
ま
ず
法
興
は
巷
間
で
も
う
一
人
の
「
帝
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
誣
告
す
る
。
法
興
は
死
を
賜
り
、
つ
い
で
、
か
つ
て
世
祖
の
左
右
に
在
っ
た
者
た
ち
へ
も
禍
が
及
ぶ
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
柳
元
景
は
義
恭
を
立
て
よ
う
と
謀
る
が
、
発
覚
し
、
多
く
の
猜
疑
の
危
難
を
か
い
く
ぐ
っ
て
来
た
義
恭
を
は
じ
め
、
柳
元
景
ら
諸
大
臣
も
つ
い
に
こ
こ
で
殺
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、
文
帝
の
子
の
湘
東
王
彧
の
主
衣
で
あ
る
阮
佃
夫
ら
が
廃
帝
を
殺
し
、
彧
を
太
宗
明
帝
と
し
て
即
位
さ
せ
る
と
、
太
宗
は
泰
始
六
年
（
四
七
〇
）
に
総
明
観
を
建
て
、
学
士
を
徴
し
、
祭
酒
を
置
き
、
太
子
を
東
宮
に
出
す
。
そ
し
て
そ
の
際
、
王
素
を
太
子
中
舎
人
に
召
す
。
し
か
し
、
王
素
は
就
か
な
い
。
太
宗
の
世
は
、
君
臣
離
反
の
様
相
ば
か
り
で
な
く
骨
肉
相
食
む
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
も
事
態
は
酷
く
、
そ
の
よ
う
な
世
相
の
構
造
は
、
王
素
が
、
と
い
う
よ
り
も
大
衆
の
知
る
所
で
も
あ
っ
た
（
注
）。
見
12
識
の
あ
る
者
な
ら
、「
徴
せ
ら
る
る
も
就
か
ず
」
の
姿
勢
を
保
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
事
は
も
は
や
、
君
寵
如
何
の
域
に
は
無
か
っ
た
。
太
宗
は
泰
豫
元
年
（
四
七
二
）
に
亡
く
な
る
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
に
前
皇
帝
世
祖
の
二
十
八
子
を
殺
し
、
さ
ら
に
自
ら
の
兄
弟
を
、
桂
陽
王
休
範
一
人
を
除
い
て
あ
と
は
全
て
殺
し
て
い
る
。
彼
は
初
め
、
賢
才
を
登
用
し
、
学
問
を
好
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
末
年
は
『
易
』
を
狂
信
し
、
猜
疑
心
が
強
か
っ
た
。
や
が
て
殺
人
を
好
む
よ
う
に
な
り
、
禍
は
臣
下
を
始
め
、
兄
弟
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
『
宋
書
』
明
帝
紀
が
特
筆
す
る
所
で
も
あ
る
。
王
素
は
そ
一
〇
頁
の
よ
う
な
殺
伐
と
し
た
世
相
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
。
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
批
判
的
に
見
て
い
た
の
は
言
う
に
及
ば
ず
、
自
己
の
在
り
方
に
ま
で
疑
念
を
懐
か
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
王
素
は
太
宗
の
亡
く
な
る
前
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
前
年
に
は
、
屡
々
の
招
聘
で
一
層
「
清
節
」
の
士
と
し
て
の
名
が
挙
が
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
彼
は
「
蚿
賦
」
を
作
り
、
自
ら
を
「
蚿
」
虫
に
況
え
て
自
虐
的
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
自
虐
た
と
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
。「
蚿
賦
」
の
本
文
が
存
在
し
な
い
今
、
そ
の
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
本
伝
に
拠
れ
ば
、
自
ら
の
「
声
誉
」
の
高
さ
を
「
蚿
虫
」
の
「
声
の
清
長
に
し
て
、
こ
れ
を
聴
け
ば
人
を
し
て
厭
は
ざ
ら
し
む
」
さ
ま
に
喩
え
な
が
ら
、
自
ら
は
「
形
甚
だ
醜
し
」
と
言
っ
た
と
あ
る
。
隠
士
で
あ
り
な
が
ら
、
却
っ
て
世
俗
で
名
が
挙
が
る
こ
と
は
、
彼
の
「
清
節
」
の
持
ち
様
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
か
。
王
素
は
或
い
は
そ
の
点
を
自
ら
「
醜
し
」
と
言
い
、
自
虐
的
に
な
っ
た
よ
う
に
も
思
え
る
。
「
蚿
虫
」
は
、
前
掲
の
劉
孝
標
「
金
華
山
棲
志
」
に
も
、
若
乃
䲰日
伺
辰
、
響
類
鐘
皷
、
鳴
蚿
候
曙
、
聲
象
琴
瑟
、
…
…
嘈
囋
嘹
亮
、
悦
心
娯
耳
。
諒
所
以
跨
躡
管
籥
、
韜
軼
笙
簧
。
（
乃
ち
䲰日
の
辰
を
伺
ひ
て
、
響
き
は
鐘
鼓
に
類
し
、
鳴
蚿
の
曙
を
候
ひ
て
、
声
と
き
は
琴
瑟
に
象
る
が
ご
と
き
、
…
…
嘈
囋
嘹
亮
と
し
て
、
心
を
悦
ば
し
め
耳
を
娯
し
ま
し
む
。
諒
に
管
籥
を
跨
躡
し
、
笙
簧
を
韜
軼
す
る
所
以
な
り
。）
と
紹
介
さ
れ
、
琴
瑟
の
よ
う
な
清
ら
か
な
声
を
長
く
延
い
て
よ
く
鳴
く
虫
で
、
王
素
が
隠
棲
し
た
金
華
山
の
風
物
詩
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。た
だ
し
、そ
の「
形
」
は
明
ら
か
で
な
い
。『
莊
子
』
秋
水
篇
に
は
や
す
で
の
こ
と
を
「
蚿
」
と
言
い
、
、
、
、
夔
憐
蚿
、
蚿
憐
蛇
、
蛇
憐
風
、
風
憐
目
、
目
憐
心
。
（
夔
は
蛇
を
憐
れ
み
、
蚿
は
蛇
を
憐
れ
み
、
蛇
は
風
を
憐
れ
み
、
風
は
目
を
憐
れ
み
、
目
は
心
を
憐
れ
む
。）
と
見
え
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
と
す
る
な
ら
ば
、「
夔
」
は
一
足
獣
、「
蚿
」
は
百
足
虫
、
き
「
蛇
」
は
無
足
で
あ
る
か
ら
、
百
足
で
爬
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
人
か
ら
見
れ
ば
何
と
も
理
不
尽
な
体
形
の
な
す
在
り
方
を
話
題
に
し
、
自
ら
の
「
醜
」
を
比
擬
し
た
作
品
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
『
莊
子
』
お
よ
び
そ
の
注
の
類
に
は
、
逆
に
「
蚿
」
の
鳴
き
声
に
関
す
る
記
載
が
全
く
無
い
。
そ
の
点
の
矛
盾
を
、
羅
国
威
氏
の
「
金
華
山
棲
志
」
の
注
は
次
の
よ
う
に
衝
く
（
注
）。13
蚿
、
馬
蚿
、
善
鳴
。
淸
錢
繹
『
方
言
箋
疏
』
卷
十
一
馬
蚿
條
云
「
李
當
之
『
本
草
』
云
『
此
蟲
長
五
六
寸
、
状
如
大
蛩
、
夏
月
登
樹
鳴
、
冬
則
入
蟄
、
今
人
呼
爲
飛
蚿
蟲
。』
…
…
」
蓋
蝉
之
類
。
（
蚿
は
、
馬
蚿
な
り
、
鳴
く
を
善
く
す
。
清
の
銭
繹
の
『
方
言
箋
疏
』
巻
十
一
馬
蚿
の
条
に
云
ふ
「
李
当
之
の
『
本
草
』
に
云
ふ
『
此
の
虫
長
さ
五
六
寸
、
状
は
大
蛩
の
ご
と
し
、
夏
月
樹
に
登
り
て
鳴
き
、
冬
な
れ
ば
則
ち
入
り
て
蟄
る
、
今
人
呼
び
て
飛
蚿
虫
と
為
す
』
と
。
…
…
」
と
。
蓋
し
蝉
の
類
な
ら
ん
。）
後
漢
の
曹
大
家
の
「
蝉
賦
」
に
も
蝉
を
「
玄
虫
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
或
い
は
こ
の
羅
氏
の
蝉
類
説
も
首
肯
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
蝉
は
樹
液
し
か
飲
ま
ず
、
清
響
を
奏
で
つ
ゆ
て
鳴
く
こ
と
か
ら
、
隠
士
に
喩
え
ら
れ
、
さ
ら
に
秋
に
太
陰
に
帰
す
る
姿
は
、
後
漢
の
蔡
邕
の
「
蝉
賦
」
に
「
聲
嘶
嗌
以
沮
敗
、
體
枯
燥
以
氷
凝
」（
声
は
嘶
嗌
と
し
て
以
て
沮
敗やぶ
れ
、
体
は
枯
燥
し
て
以
て
氷
の
ご
と
凝
る
）
と
詠
ま
れ
る
よ
う
に
枯
渇
す
る
の
で
、
形
体
の
衰
退
も
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。
た
だ
し
そ
れ
を
世
俗
に
も
て
は
や
さ
れ
る
「
醜
」
な
る
姿
に
は
喩
え
難
い
の
で
、「
蚿
」
は
蝉
で
あ
ろ
う
と
の
断
定
も
し
か
ね
る
。
王
素
は
世
俗
が
も
て
は
や
す
我
が
「
清
節
」
の
不
備
を
「
蚿
賦
」
に
よ
っ
て
表
明
し
、
世
評
の
高
ま
り
を
牽
制
し
、
或
い
は
自
ら
の
在
り
方
に
疑
念
を
挟
ん
だ
も
の
と
考
え
た
い
。
そ
れ
は
恰
も
阮
籍
が
自
ら
を
貴
族
の
愛
玩
動
物
で
あ
る
醜
い
「
獼
猴
」
に
比
擬
し
、
自
ら
の
お
お
ざ
る
存
在
を
嫌
悪
し
て
「
獼
猴
賦
」
を
作
っ
た
の
に
似
て
い
る
（
注
）。
王
素
の
「
蚿
賦
」
も
、
14
或
い
は
そ
れ
に
倣
い
、
同
趣
向
で
あ
っ
た
可
能
性
が
無
く
も
な
い
。
一
一
頁
四
、
結
語
王
素
伝
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
隠
退
し
、
頑
な
に
招
聘
に
応
じ
な
い
生
活
態
度
は
阮
籍
と
些
か
異
な
る
も
の
の
、
心
態
は
阮
籍
と
類
似
す
る
面
が
有
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
王
素
は
阮
籍
の
生
き
方
、
思
想
、
文
学
に
深
い
共
感
と
理
解
を
持
っ
た
人
物
で
は
な
か
っ
た
か
。
今
、「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
が
詠
ま
れ
た
時
期
を
王
素
伝
の
中
に
特
定
で
き
る
の
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
と
、
そ
の
可
能
性
の
あ
る
時
期
は
文
帝
治
下
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
彼
の
生
涯
の
随
時
に
該
当
す
る
と
言
っ
て
も
好
い
。
そ
れ
は
、
王
素
の
生
き
た
時
代
が
常
に
似
た
よ
う
な
世
相
を
呈
し
続
け
た
の
と
、「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
自
体
が
或
る
特
定
の
事
件
を
背
景
に
詠
じ
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
世
相
の
普
遍
的
な
一
面
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
こ
そ
王
素
が
阮
籍
の
体
に
学
っ
た
な
ら
意
図
お
よ
び
こ
の
擬
作
詩
の
存
在
意
義
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
王
素
の
生
き
た
時
代
は
、
王
素
が
物
心
つ
い
た
頃
か
ら
数
え
て
、
半
世
紀
の
間
に
三
人
の
天
子
が
替
わ
っ
て
い
る
。
更
に
そ
の
間
に
一
人
の
元
凶
と
一
人
の
廃
帝
が
出
て
い
る
。
加
え
て
、
数
人
の
諸
王
の
叛
乱
が
起
き
て
い
る
。
臣
下
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
主
君
の
交
替
劇
の
激
し
さ
の
中
で
、
ひ
と
え
に
天
子
の
心
変
わ
り
に
気
を
遣
う
だ
け
で
な
く
、
上
に
戴
く
主
君
を
巡
っ
て
、
新
旧
の
臣
下
で
互
い
に
恩
倖
の
奪
い
合
い
を
す
る
。
失
脚
し
た
者
、
命
を
落
と
し
た
者
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
王
素
は
、
晋
か
ら
宋
へ
と
続
い
た
そ
の
よ
う
な
世
相
の
構
造
を
、
彼
な
り
に
或
る
種
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
、
批
判
を
込
め
て
詩
に
詠
も
う
と
し
た
。
そ
れ
は
天
子
の
交
替
劇
を
直
叙
す
る
も
の
で
は
は
な
い
。
諸
王
の
悲
運
を
捉
え
る
も
の
で
も
な
い
。
あ
く
ま
で
「
寵
利
」
を
求
め
て
や
ま
ぬ
「
芳
華
の
士
」
に
対
し
て
警
告
を
発
す
る
と
い
う
形
で
、
権
力
交
替
の
背
後
に
は
び
こ
る
猜
疑
心
と
君
臣
交
替
の
構
図
に
焦
点
を
絞
り
込
ま
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
点
、
個
人
の
思
想
感
情
を
吐
露
す
る
詠
で
は
あ
る
が
、
決
し
て
個
人
だ
け
の
事
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
い
。「
人
俗
を
以
て
懐
ひ
を
累
は
さ
ず
」
と
い
う
王
素
の
生
活
実
態
の
裏
に
は
、
既
述
し
た
よ
う
な
構
図
を
も
っ
た
世
相
を
見
抜
こ
う
と
す
る
王
素
の
眼
識
と
姿
勢
と
が
、
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
王
素
の
心
態
を
最
も
効
果
的
に
表
出
す
る
に
相
応
し
い
表
現
手
段
を
求
め
た
時
、
そ
こ
に
在
っ
た
の
が
「
阮
歩
兵
の
体
に
学
ス
タ
イ
ル
な
ら
ふ
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
擬
作
詩
は
、
阮
籍
を
敬
慕
賞
賛
す
る
だ
け
の
詠
と
は
な
る
ま
い
。
阮
籍
「
詠
懷
詩
」
の
特
徴
の
一
つ
に
、
制
作
時
期
を
特
定
し
に
く
い
面
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
或
る
時
、
或
る
特
定
の
一
事
件
に
関
し
、
そ
の
場
で
の
心
境
に
迷
彩
を
施
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
事
件
の
本
質
を
普
遍
性
を
持
た
せ
て
捉
え
、
世
の
在
り
方
一
般
に
何
ら
か
の
提
言
を
齎
そ
う
と
の
意
図
が
働
い
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
王
素
は
そ
の
よ
う
な
阮
詩
に
批
評
を
加
え
、
模
倣
と
い
う
修
辞
技
法
を
駆
使
し
た
詩
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
特
徴
を
い
ち
早
く
具
体
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
詩
題
に
そ
れ
と
銘
打
ち
、
世
相
に
提
言
を
齎
す
阮
詩
の
特
徴
を
読
み
手
に
も
想
起
さ
せ
、
併
せ
て
自
ら
の
時
代
の
世
相
を
仮
託
し
て
提
示
し
て
い
る
。
阮
詩
を
対
象
と
し
た
模
倣
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
提
言
を
直
叙
せ
ず
に
済
む
と
い
う
擬
装
効
果
を
得
ら
れ
る
以
上
に
、
世
相
の
構
図
へ
の
批
判
を
そ
の
ま
ま
可
能
に
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
。
王
素
が
効
果
を
期
待
し
た
阮
詩
の
ス
タ
イ
ル
は
、
そ
れ
自
体
が
本
来
そ
の
よ
う
な
特
質
を
備
え
て
い
る
と
も
言
え
る
。
な
お
、
以
上
か
ら
王
素
は
阮
詩
の
世
相
批
判
の
ス
タ
イ
ル
を
充
分
に
捕
捉
し
、
評
価
も
し
て
い
る
と
言
っ
て
好
い
と
思
う
が
、
そ
こ
に
は
擬
作
詩
に
よ
る
対
象
へ
の
批
評
が
内
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
阮
詩
の
特
徴
の
一
面
が
王
素
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
好
い
。
ま
た
王
素
は
、「
学
…
…
体
」
型
の
擬
作
詩
に
、
或
る
詩
人
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
を
、
い
わ
ば
典
故
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
効
果
が
期
待
出
来
る
こ
と
を
も
実
証
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
王
素
と
同
時
代
の
詩
人
で
擬
作
詩
に
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
鮑
照
（
注
）の
「
学
陶
彭
沢
体
」
詩
な
ど
と
と
も
に
、
著
名
15
人
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
を
修
辞
技
巧
と
し
た
「
学
…
…
体
」
型
の
擬
作
詩
の
現
存
最
古
の
一
首
と
し
て
、
擬
作
詩
史
上
に
特
筆
さ
れ
る
べ
き
足
跡
を
残
し
て
い
る
と
も
言
え
る
。
梁
の
昭
明
太
子
蕭
統
の
『
文
選
』
は
、
そ
の
部
立
て
に
「
雑
擬
」
の
部
を
立
て
て
い
る
。
一
二
頁
王
素
の
「
学
阮
歩
兵
体
」
詩
は
そ
の
中
に
採
り
挙
げ
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
こ
の
詩
は
本
来
、「
学
…
…
体
」
型
の
擬
作
詩
の
先
蹤
と
し
て
採
り
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
一
首
で
あ
る
と
言
っ
て
好
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
を
改
め
て
こ
こ
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。
注
１
、『
文
選
』
の
部
立
て
（
目
録
）
で
は
、「
古
詩
十
九
首
」
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
徒
詩
を
「
雑
詩
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
も
、「
詠
史
」
詩
や
「
遊
仙
」
詩
な
ど
、
詩
体
に
特
定
の
制
約
を
受
け
る
一
部
の
詩
篇
を
除
い
た
一
般
の
詩
篇
を
、
広
く
「
雑
詩
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
た
い
。
注
２
、『
南
史
』
斉
武
陵
昭
王
粛
曄
伝
に
「
与
諸
王
共
作
短
句
、
詩
学
謝
霊
運
体
、
以
呈
髙
帝
。」
な
ど
と
見
え
る
の
が
、
遊
戯
で
あ
る
こ
と
を
も
の
が
た
る
。
注
３
、
同
時
代
の
南
平
王
劉
鑠
の
「
七
夕
詠
牛
女
」
詩
に
も
「
沈
情
未
申
冩
、
飛
光
已
飄
忽
」
と
見
え
る
。
劉
鑠
の
こ
の
「
沈
」
は
情
の
深
さ
を
言
う
が
、
阮
籍
の
「
沈
」
は
「
浮
沈
」
の
用
例
と
し
て
現
れ
る
頻
度
が
高
い
。
注
４
、
篇
次
は
、
黄
節
『
阮
歩
兵
詠
懐
詩
註
』（
一
九
八
四
年
、
人
民
文
学
出
版
社
）
に
基
づ
く
。
注
５
、
こ
の
二
句
を
清
の
曽
国
藩
は
、
友
人
同
士
が
途
半
ば
に
し
て
趣
き
を
異
に
し
、
怨
み
合
う
こ
と
を
言
う
、
と
す
る
。
注
６
、「
谷
風
」
は
、
阮
籍
の
四
言
詠
懐
詩
に
「
鳴
鳥
求
友
、
谷
風
刺
愆
」（
其
三
）、「
谷
風
扇
暑
、
密
雲
重
、
、
、
、
陰
」（
其
四
）
と
見
え
、
い
ず
れ
も
『
詩
』
小
雅
「
谷
風
」
に
基
づ
く
。
注
７
、
顔
延
之
の
「
五
君
詠
」
阮
歩
兵
詩
も
阮
籍
の
評
価
史
に
載
せ
ら
れ
る
べ
き
詠
で
あ
る
が
、『
文
選
』
目
録
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
詩
体
は
「
詠
史
」
詩
に
属
し
て
お
り
、「
雑
擬
」
詩
と
は
扱
い
を
別
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
注
８
、
江
淹
の
「
雑
体
」
三
十
首
詩
は
「
学
…
…
体
」
型
、「
效
阮
公
」
十
五
首
詩
は
「
效
…
…
（
体
）」
型
の
擬
作
詩
で
あ
る
。「
学
」
と
「
效
」
と
は
極
め
て
類
似
し
て
い
る
が
、
模
倣
対
象
の
捕
捉
の
仕
方
に
は
些
か
の
差
異
が
有
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
今
後
の
調
査
に
俟
ち
た
い
。
注
９
、
阮
籍
と
の
共
通
語
彙
を
一
文
字
の
用
例
を
も
含
め
て
挙
げ
れ
ば
、
逆
に
「
多
」、「
間
」、「
応
見
棄
」、
「
乃
為
親
」、「
屋
」「
争
」「
綬
」、「
門
」「
競
弾
巾
」、「
徒
」「
利
」、「
不
愛
金
碧
身
」、「
所
以
」
以
外
は
全
て
阮
籍
の
詩
文
に
見
ら
れ
る
。
注
、
劉
義
恭
「
上
世
祖
勧
進
表
」（『
宋
書
』
劉
義
恭
伝
所
収
）
に
「
昔
張
武
抗
辭
、
代
王
順
請
。
耿
純
陳
10欵
、
光
武
正
位
。」
と
見
え
る
。
注
、
宮
崎
一
定
『
中
国
史
』
上
（
一
九
七
七
年
、
岩
波
書
店
「
岩
波
全
書
」
所
収
）
な
ど
に
詳
し
い
。
11
注
、
凡
そ
劉
宋
王
朝
内
の
君
臣
お
よ
び
骨
肉
離
反
の
様
は
、
北
魏
側
か
ら
見
た
『
魏
書
』
劉
裕
伝
が
批
判
12を
込
め
て
伝
え
て
い
る
。
注
、
羅
国
威
『
劉
孝
標
校
注
』（
一
九
八
八
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
拠
る
。
13
注
、
田
中
順
子
「
阮
籍
『
獼
猴
賦
』
試
論
」（「
日
本
中
国
学
会
報
」
第
三
十
八
集
）
に
詳
し
い
。
14
注
、
現
存
の
『
鮑
氏
集
』
に
は
、「
擬
古
」
八
首
、「
紹
古
辞
」
七
首
、「
学
古
」
一
首
、「
擬
阮
公
夜
中
不
15能
寐
」
一
首
、「
擬
青
青
陵
上
柏
」
一
首
、「
学
劉
公
幹
体
」
五
首
、「
学
陶
彭
沢
体
」
一
首
な
ど
が
見
え
、
ま
た
楽
府
詩
に
も
そ
の
継
承
性
を
模
擬
詩
と
同
様
に
表
す
「
代
」
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
そ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
窺
え
る
。
附
記
本
稿
は
、
岡
村
貞
雄
先
生
頌
寿
記
念
事
業
会
に
よ
る
『
漢
文
学
と
日
本
文
化
』
に
掲
載
が
決
定
さ
れ
た
論
考
の
一
つ
で
あ
る
が
、
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
年
）
八
月
時
点
で
三
校
が
済
み
（
校
了
）、「
印
刷
中
」
と
な
っ
た
ま
ま
、
同
書
は
出
版
さ
れ
ず
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
以
来
、
事
業
会
か
ら
は
連
絡
が
途
絶
え
、
も
は
や
事
業
は
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
本
稿
も
発
表
の
場
を
失
っ
た
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
、『
兵
庫
教
育
大
学
近
代
文
学
雑
志
』
の
誌
上
を
お
借
り
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
こ
に
発
表
さ
せ
て
頂
く
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
場
で
の
発
表
に
当
た
っ
て
は
、
脱
稿
以
来
す
で
に
十
五
年
以
上
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
本
稿
の
内
容
の
一
部
に
新
た
な
発
見
も
あ
っ
た
こ
と
を
勘
案
さ
せ
て
頂
き
、
こ
の
機
会
を
活
か
し
て
、
一
部
加
筆
し
、
ま
た
文
言
に
関
し
て
も
一
部
訂
正
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し
た
。
勿
論
、
全
体
の
論
に
大
き
な
変
更
は
な
い
。
ご
諒
承
を
乞
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
